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九弼古墳墓の性格（樋口）

①
　
鳥
居
博
士
葡
掲
書

⑤
瀬
之
口
伝
九
郎
「
九
州
南
部
に
於
け
る
地
下
式
古
墳
に
就
い
て
」
（
考

　
古
学
雑
誌
九
の
八
　
穴
疋
8
）

⑥
二
野
寿
彦
、
中
川
、
伐
夫
、
佐
藤
達
夫
「
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
羽
月
村
玉
殿

古
墳
発
掘
調
査
報
告
」
（
考
書
学
雑
誌
三
六
の
一
一
馬
溜
2
5
）
、
寺
師
見
轟

　
「
鹿
島
島
県
伊
佐
郡
焼
由
古
墳
」
　
（
ぼ
本
考
古
学
焦
，
報
－
　
昭
％
）

⑦
　
宮
崎
県
報
俳
第
＋
一
輯
（
昭
和
驚
）

結

　
以
上
南
北
に
わ
け
て
九
州
の
宙
墳
墓
を
概
観
し
た
が
、
全
体
を
通

じ
て
み
た
と
き
、
畿
内
的
基
盤
の
上
に
立
ち
な
が
ら
竜
、
北
部
九
州

に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
大
陸
的
要
素
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
と
畿
内
的

な
も
の
と
の
交
渉
の
う
ち
に
こ
の
地
の
個
性
が
発
現
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
畿
内
の
優
位
性
を
否
定
す
る
よ
う
な

も
の
ぞ
は
な
か
っ
た
。
横
穴
式
石
室
墳
の
華
麗
な
発
現
も
、
そ
れ
が

南
鮮
と
一
体
に
な
っ
て
動
い
た
た
め
の
現
象
で
あ
っ
て
、
北
部
九
州

の
独
自
性
に
た
つ
も
の
ぞ
は
な
か
っ
だ
。
ま
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
あ

り
方
に
畿
内
と
九
州
の
間
に
み
た
相
異
竜
抜
本
的
な
も
の
ぞ
な
い
こ

と
、
耐
三
一
の
ご
と
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
絶
対
数
に
お
い
て
畿
内
が

多
い
こ
と
は
、
そ
れ
を
副
葬
し
た
古
墳
築
成
の
時
期
に
は
、
畿
内
が

文
化
の
中
心
を
な
し
た
と
い
う
従
論
米
の
考
古
挙
者
の
副
説
を
否
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
聴
聞
践
の
ご
と
く
、
北
九
州
に
輸
入
さ

れ
た
鏡
が
、
畿
内
に
よ
っ
ノ
い
征
服
さ
れ
る
と
共
に
、
略
奪
さ
れ
て
畿

・
内
に
多
く
も
ち
喪
ら
れ
た
と
し
て
、
か
え
づ
て
邪
馬
台
国
北
九
州
～
説

の
傍
証
に
し
て
お
ら
れ
る
が
ご
と
き
断
論
は
、
遺
物
資
料
の
現
象
的

理
解
と
い
う
考
古
学
的
論
究
の
本
質
を
理
解
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
い

う
ほ
か
は
な
い
。
略
奪
に
よ
っ
て
一
国
［
の
丈
化
要
素
を
徹
底
的
に
運

び
玄
り
得
な
い
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
の
強
力
を
も
っ
て
し
て
電
、
ギ
婆

シ
ヤ
の
彫
刻
を
ギ
リ
シ
ア
本
土
か
ら
抹
殺
し
得
な
か
っ
た
一
事
実
を

あ
げ
る
だ
け
で
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
私
見
を
も
つ

て
す
れ
ば
、
邪
馬
台
国
所
在
論
も
、
卑
弥
呼
の
博
代
を
古
墳
文
化
期

と
す
る
立
場
に
た
つ
か
ぎ
り
、
三
世
紀
前
半
の
古
墳
の
確
実
な
存
在

が
証
明
し
得
ざ
る
今
臼
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
断
定
の
博
期
に
達
し

な
い
と
云
わ
ざ
る
な
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
藤
購
生
大
『
貨
本
民
族
の
形
成
陸
一
八
八
頁

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

一
【
お
智
菖
峯
研
究
劣
舞
子
が
京
都
五
蓋
轟
墨
ゑ

一
裳
し
た
の
で
、
会
費
御
納
入
の
際
は
御
注
意
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
町
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⑯
　
過
湿
実
録
巻
九
九
成
化
七
年
十
二
月
庚
午
、
大
挙
士
彫
時
弊
上
欝
、

⑯
　
こ
れ
よ
η
さ
毯
成
化
十
四
年
八
月
庚
子
、
山
ハ
科
給
華
中
海
門
の
上
掛
に

　
よ
れ
ば
、
近
ご
ろ
光
禄
寺
の
略
貝
田
矧
を
増
【
派
…
し
、
み
八
約
一
十
申
に
銭
｛
エ
ー
ー
四
百

　
万
交
・
紗
一
i
…
一
酉
万
俳
聖
を
争
い
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
歎
っ
て
い
る
。

　
（
晶
博
引
ホ
惣
大
楽
巻
一
八
　
一
参
昭
｛
。
〉
。

⑰
　
宮
麟
薪
嚇
授
の
示
教
に
よ
る
．

⑱
　
明
史
巻
七
九
食
貨
鷺
倉
庫
参
照
。

＠
　
明
史
巻
～
四
憲
宗
本
紀
「
成
化
十
七
年
二
月
壬
戌
。
鞍
天
下
庫
蔵
出
納

　
之
撒
。

⑭
　
憲
宗
実
録
巻
二
三
三
成
化
十
八
年
十
月
甲
内
子
「
鼠
取
太
倉
折
釈
銀
四
十

．
万
両
。
薄
野
衙
門
喪
任
官
巴
隷
上
価
銀
三
千
四
胃
四
十
余
勢
。
入
承
運
鷹

　
供
用
。
」

　
　
な
お
．
阪
ル
一
十
山
師
年
一
止
月
に
は
太
倉
の
見
貼
出
銀
が
三
山
一
一
｝
八
一
に
剥
げ
挿
な

　
か
っ
た
（
憲
宗
実
録
巻
一
九
九
王
化
＋
六
年
正
月
屋
域
）
。

⑳
　
明
逓
鑑
巻
三
五
成
化
二
十
一
年
三
月
庚
子
。
昭
代
典
劉
巻
二
一
成
化
二

　
十
一
年
九
月
。
孟
整
守
渓
筆
詑
（
紀
録
魏
編
巻
一
二
餌
）
。

㊥
「
東
洋
史
研
究
」
第
＋
三
巻
第
三
号
拙
下
上
に
発
表
し
た
拙
稿
「
成
化
時

　
代
に
臨
け
る
司
礼
監
の
地
位
」
参
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
成
る
に
及
ん
で
佐
伯
助
教
授
に
は
特
に
繁
務
を
割
い
て
校
閲

の
労
を
執
ら
れ
た
。
戴
に
噛
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
会
　
　
　
報

愛
学
研
究
会
六
月
、
，
七
月
例
会
及
び
大
会
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。
御

参
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
、
穴
月
例
会

　
日
時
　
六
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
場
所
京
都
大
学
交
底
部
第
八
教
室

　
講
師
並
に
演
題

　
　
惣
庄
翻
の
歴
史
的
意
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
細
　
善
人
氏

　
　
地
方
都
市
と
農
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
雄
氏

　
　
楽
浪
郡
時
代
に
お
け
る
朝
鮮
土
着
文
化
　
　
　
　
　
麿
光
　
教
一
氏

　
｛
、
七
月
七
二
例
会

　
臼
時
　
七
月
二
臼
（
土
）
午
前
十
時
場
所
京
都
大
学
文
学
部
第
一
教
整

　
講
師
並
に
演
題

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
時
代
区
分
及
び
地
域
、
区
分
の
問
題
」

　
　
午
前
の
部

　
日
本
史
の
時
代
区
分
　
　
　
　
井
ケ
田
良
治
氏
　
　
前
田
　
…
良
疑

　
考
古
学
の
時
代
区
分
　
　
　
　
角
田
　
文
衛
氏

　
　
午
後
の
部

　
西
洋
史
の
時
代
区
分
　
　
　
　
瀬
原
　
義
生
氏
　
　
前
川
貞
次
郎
氏

　
地
理
学
の
地
域
区
分
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
氏

　
東
洋
史
の
時
代
区
分
　
　
　
　
池
田
　
　
熱
海
　
　
内
藤
戊
申
氏

　
　
（
討
論
依
頼
）
　
宮
川
　
　
満
氏
（
日
本
更
）
会
田
　
雄
次
氏
（
西

　
　
　
　
　
　
　
洋
史
）
水
津
　
一
朗
氏
（
地
理
掌
）
里
井
彦
七
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
史
）
澄
田
　
正
一
氏
（
考
古
掌
・
交
渉
中
）

【
、
秋
叢
大
会

昨
年
同
様
十
一
月
一
日
（
火
）
見
学
、
二
臼
（
水
）
工
学
研
究
会
大
会

L
及
び
総
会
、
三
臼
（
祭
）
読
史
会
、
東
洋
史
談
話
会
、
西
洋
史
談
話
会
、

各
大
会
を
行
・
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

60　（．932・）



り
、
次
第
に
強
化
し
て
く
る
王
の
巡
回
裁
量
、
州
知

窺
の
権
力
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
、
尉
♂
o
臨
罠
嘗
を
除
い

て
、
蕾
の
様
な
冒
象
9
巳
帥
韓
ヨ
解
箕
翼
の
意
義
を
失

い
、
p
山
忌
駐
ぎ
牙
。
冒
導
薮
受
と
化
し
栗
て
、
英

国
国
家
行
政
載
判
組
織
め
強
化
と
共
に
、
十
三
世
紀

の
エ
リ
ー
の
特
権
は
国
の
大
き
な
機
構
の
一
部
と
さ

れ
行
き
、
征
服
王
の
原
則
、
葺
。
捜
。
ロ
窪
×
o
o
6
℃
0
5

銭
§
o
晩
署
一
一
ぎ
霊
夢
o
O
o
β
琴
域
。
巴
づ
、
一
二
】
誉
8
岡
　
ゼ

箸
鼠
乏
い
と
云
5
大
前
提
が
前
面
に
乾
霧
さ
れ
、
エ

リ
ー
僧
正
の
特
権
も
器
σ
q
千
弄
の
一
部
で
あ
る
と
云

弓
意
識
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
来
る
。

　
最
後
の
第
八
章
〉
山
ヨ
ぎ
鼓
「
註
9
回
で
は
、
当
時
の

穿
磯
。
く
ぎ
王
朝
の
強
力
な
行
政
改
車
及
び
法
σ
q
謀
霞
、

H
三
お
の
た
め
の
経
済
変
動
・
社
会
変
勤
に
対
す
る

た
め
に
、
エ
リ
ー
領
内
の
行
政
組
織
が
立
派
な
充
実

し
た
も
の
と
な
っ
て
来
る
纂
を
考
察
す
る
が
、
そ
の

組
織
の
頂
点
に
あ
る
僧
正
の
代
理
職
Q
厚
0
9
a
巨
は
、

元
来
僧
正
と
王
と
の
連
絡
…
を
務
め
つ
つ
領
内
の
行
政

を
運
営
し
て
行
く
者
で
あ
っ
た
が
、
十
三
世
紀
に
入

っ
て
次
第
に
㏄
窪
霧
9
巳
職
が
専
門
化
し
て
来
、
同

じ
入
物
が
王
の
も
陰
。
屋
・
・
畠
巳
に
な
っ
た
り
、
僧
正
の

浮
夢
路
託
に
な
っ
た
り
す
る
と
云
う
注
卜
す
べ
き

ク
皿
ノ
P
ジ
ー
を
泳
す
様
に
な
る
。

　
即
ち
、
此
れ
は
、
十
三
世
紀
当
嗣
時
の
行
政
組
織
の

充
笑
、
専
門
化
を
落
す
も
の
で
あ
る
と
岡
時
に
、
又

M
5
ぎ
葭
蝋
。
鼠
巳
8
算
筆
ぎ
間
ぞ
が
十
三
世
紀
の
強
力

な
｝
品
巽
ぎ
い
の
王
政
組
織
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
行

っ
た
事
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
り
、
斯
く
の
如
く
し

て
次
第
に
そ
の
封
建
酌
機
構
が
所
謂
ト
コ
讐
く
ぎ
王

朝
下
の
封
建
王
政
の
組
織
下
に
編
入
さ
れ
て
行
く
様

糧
が
画
き
…
嵐
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
×

　
以
上
、
極
め
て
雑
然
と
紐
帯
様
に
一
、
“
・
零
ヨ
黛
の
力

作
を
紹
介
し
、
そ
の
価
値
を
半
減
せ
し
め
た
事
を
断

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
本
書
は
、
可
能
な
範
囲
内
の
原

史
料
を
駆
使
し
て
極
め
て
…
強
壮
的
に
論
述
し
、
十
「
二

世
紀
蓬
の
H
燐
冷
。
出
揺
落
の
祉
会
構
造
の
動
き
を
、

琶
。
竃
蓬
髪
と
云
う
局
所
に
唄
わ
れ
る
事
な
く
巧
み

に
分
析
し
た
文
字
慮
り
の
力
作
で
あ
り
、
私
達
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
止
ま
な
い
も
の
が
あ
る
と
思

5
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冨
沢
霊
襟
i

評欝

〉

瀧
井
貢
次
郎

後工加笠小上今井磯池
尾藤藤松野野西上崎聞

克利ふ宏一照春義正
已悦麟至成夫秋彦彦温

　
　
　
～

新
　
入
　
会
　
員

鈴
木
　
康
範
　
　

田
中
　
　
稔
　
　

鶴
岡
　
静
夫
　
　

豊
沢
奥
行
　
神

丁
丁
庄
公
刊
　
｛
薩
　
　

福
島
大
学
附
羅
図
書
館
掌
芸
学
部
分
館
　
　
福
島
市
浜
田
町
八
四

水
野
　
　
祐
　
　

ミ
レ
ー
護
鍔
　
京
都
市
伏
見
区
御
香
宮
門
巽
町

本
柑
　
豪
章
　
　

郷
田
　
節
子
　
　

米
沢
　
　
康
　
　

一
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学
界
消
息

昭
瀦
三
＋
年
慶
京
都
大
学
卒
藁
論
文
題
目

　
　
国
史
学
専
攻

石
川
啄
木
論

独
占
資
塞
主
義
段
階
に
お
け
る

申
小
工
業
に
開
す
る
一
考
察

自
由
罠
権
愚
想
と
国
権
主
義

幕
末
維
薪
期
に
お
け
る

農
村
社
会
の
動
向

鑓
露
戦
争
に
お
け
る
反
戦
論
・

古
代
社
会
に
お
け
る
在
地
の

変
質
に
つ
い
て

幕
末
尾
張
藩
の
政
治
経
済
的
考
察
．

講
吉
に
お
け
る
國
権
論

歌
舞
伎
の
演
劇
的
確
立
へ
の

発
展
過
程

森
腐
礼
の
限
界
に
つ
い
て

寛
政
異
掌
の
禁
の
一
考
察

〔
修
士
課
程
）

欝
溝
薄
藩
政
改
草
の
経
済
的
基
盤

近
世
初
期
に
於
け
る
謬
説
宗
不
受
不

施
派
の
成
立
と
そ
の
禁
圧
に
就
い
て

炉
勢
神
宮
の
基
盤
と
そ
の
変
質

幕
政
改
革
の
祉
会
的
基
盤

　
　
　
　
東
洋
史
学
専
攻

同
治
中
興
期
と
勧
期
の
洋
務
運
動

孫
文
と
中
国
ブ
ル
ジ
・
ア
ジ
i

明
清
交
替
期
の
叛
乱

山安藤西申戸糖i高河江上
田原井山村田　沢野m田
砧隆櫃涜　芳隆裕欣圭博
造：文男三哲実矧一一也一僑

脇藤藤池
閲本井田

　康　敬
修彦学正

大
戸
　
道
彦

近
藤
秀
樹

寺
田
　
隆
僧

　
　
　
　
西
洋
史
掌
専
攻

べ
“
リ
ン
ス
キ
ー
の
門
氏
縞
恢
鰻
一
』

つ
い
て
の
一
考
察

宗
教
藍
子
の
本
質

丁
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の

革
薪
主
義
に
つ
い
て

一
八
四
八
年
の
ド
イ
ツ
革
命
に

お
け
る
農
業
問
題

ギ
ボ
ン
の
ロ
ー
《
帯
国
衰
亡
史
論

ロ
｝
マ
時
代
の
ガ
リ
ア
社
会
に

間
す
る
囲
考
察

宵
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
於
け
る

主
権
観
の
基
本
約
性
絡

〔
修
士
課
程
）

ト
ゥ
キ
ェ
デ
ィ
デ
ス
の
ペ

ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
戦
争
愛
観

　
　
　
　
入
文
地
理
学
専
攻

兵
庫
県
の
農
業
地
域
区
分

萌
治
以
後
に
於
け
る

長
騨
市
の
遜
展
形
態

簸
川
平
野
散
村
の
趨
源

地
価
の
地
理
酌
考
察

i
徳
農
市
を
例
と
し
て
一

古
代
四
国
の
地
誌
的
研
究
序
説

・
冨
山
県
氷
見
市
に
お
け
る

漁
業
の
一
考
察

地
方
都
両
6
3
群
と
そ
の
瑚
辺
に
つ
い
て

中
瀬
野
業
の
地
理
掌
的
研
究

〔
修
士
課
程
〕

南
米
土
着
農
耕
丈
化
の
地
理
的
研
究

　
　
　
　
考
古
学
専
攻

，
万
リ
エ
ソ
ト
に
お
け
る
王
陵
の

成
立
過
程
に
つ
い
て

荒
武
鉄
臨

川
畑
　
康
郎

志
郵
晃
佑

，
宋
川
　
　
清

中
村
　
一
子

森
下
忠
夫

山
本
．
蔑

藤
寵
謙
三

横山氷服高高桜井
田盗見部本辻井上
　　方畠　幸庸一
墾元溶之エE一也男

佐
々
木
高
専

小
野
山
　
節

管
…
一
、
，
ー
ー
…
一
、
，
…
…
一
…
一
溺

へ
　
富
麗
者
紹
介
　
　
　
　
摺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄

樋
口
　
隆
康

伊
東
多
三
郎

矢三永梅谷
守品井漢

一彰三　光
彦英明昇隆

富
沢
　
霊
岸

京
都
大
学
講
師

　　

@　

@　

@　

@　

東
京
大
学
教
授

三
島
野
高
校
讐
諭

大
阪
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
挙
院
学
生

同
志
社
大
上
蓋
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別

研
究
生

鳥
根
大
学
講
師
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関
．

村
山
修
一
著
　
　
　
　
　
　
　
再
版
出
来

日
本
都
市
生
活
の
源
流
紬
　
払
飾
●
…
期
…
順

　
　
わ
が
困
都
市
の
源
流
た
る
純
粋
封
建
制
以
前
の
京
都
に
つ
い

　
　
て
、
都
民
殊
に
庶
民
階
級
を
中
心
と
し
た
都
市
生
活
を
社
会
経

　
　
済
及
び
思
想
文
化
の
両
面
か
ら
、
両
者
の
有
機
的
関
連
の
下
に

　
　
考
察
し
た
も
の

新
日
本
史
概
論
　
鶴
二
読
ω
順

　
　
大
学
教
養
並
に
短
大
向
テ
キ
ス
ト
・
一
般
教
養
向
に
好
適

京都・東山・馬町関書院振替京都2G701

大学教養課程のテキスト

として最：適の概説lli
ttlltlMl「IJJtlllil「ibt＝Srtrt「「四川lltMll川1川川i“JIHIII願誓川‘川1川1川

嶋
雌
蝶
慢
性
麟
郷
編

教
養
日

本
史

杉
本
直
治
郎
・
浦
　
　
廉
一
編

教
養
東
・
洋
史

干
代
田
謙
・
讃
井
鉄
9
3
・
松
浦
道
一
編

教
養
西
洋
史

下
村
彦
一
・
米
倉
二
郎
編

教
養
人
文
地
理
価180円価220円価200円価220円

各冊A5判150～］90頁横紅送1；：t2tl円

鷲磯之柳原書店替詞

編
集
後
記

　
史
林
第
．
鵠
八
巻
第
．
．
．
号
を
お
送
り
で
き
る
手
順
に
な
っ
た
。
玄
た
力
作
を
も
つ

て
本
号
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
編
集
委
員
は
大
き
な
喜
び
と
し
て
い
る
。

　
年
六
号
の
発
刊
1
そ
れ
は
い
か
に
送
迎
に
余
念
の
な
い
日
月
で
あ
ろ
う
か
、

つ
い
最
近
号
を
送
っ
た
と
思
う
い
と
ま
も
な
く
次
号
の
校
正
が
回
っ
て
く
ッ
4
2
一

そ
れ
が
少
な
く
と
も
突
感
で
あ
る
よ
り
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
編
集
委
員
と
し
て

心
す
べ
き
は
、
こ
の
機
械
的
な
送
迎
業
務
に
追
わ
れ
て
、
お
ち
い
ら
ん
と
も
限
ら

な
い
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
な
の
だ
、
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
ト
…
．
分
に
こ
れ

を
警
戒
は
し
て
い
る
、
だ
が
、
読
者
諸
兄
姉
の
三
后
な
い
御
批
判
、
そ
れ
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
の
怠
懊
を
せ
め
、
よ
り
以
上
の
努
力
に
油
を
注
ぐ
竜
の
で
あ
る
こ
と
を

信
じ
、
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

本
誌
所
載
の
諸
論
交
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
界
に
お
い
て
反
響
を
呼
び
、
ま
た
呼
ぶ
で

あ
ろ
づ
こ
と
を
信
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
編
集
内
容
な
り
、
編
集
一
一
な

り
に
つ
い
て
も
、
御
意
見
を
ゆ
冨
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
ウ
ツ
ロ
な

る
も
の
へ
の
打
郷
、
そ
れ

も
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は

意
昧
あ
る
こ
と
で
あ
る

が
、
、
わ
れ
わ
れ
の
打
撃

が
、
相
応
の
反
響
と
手
応

え
と
で
も
っ
て
迎
え
ら
れ

ん
こ
と
を
。
そ
れ
に
つ
い

て
も
、
定
期
的
に
行
わ
れ

る
史
林
合
評
会
へ
の
積
極

的
な
御
参
加
を
お
願
い
し

た
い
。
　
　
（
越
智
）

村京田理

欝講1望｝

印

刷
所

幕・

蝉
　圏

発　　　　九九
行　　史ヨ：i鶉i
所　　　　イ1・：　／tll

奥難歯噛
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